
マグエ省イラワジ河右岸のセイシーチョウンの調査

ミャンマーのW:院セイシーチョウン (19世紀)には、
1竹院の柱!:l'tが伐っている.柱li332本あり、ピル?故
大の税悦をほこった. ミヤンマー は、 í~':j i品多 I ，Jijのれ p~

のため、木造住hI物が!おみやすい.この1mえも洪水に
よるUil泌が大きかった tいう。古い仏nfの;;I.'，I1tにおい
ても 、 1.'~ lr~ に存在したであろう木造~造物にìJ; ，I.r:をは

らう必裂がある。本文47ページ参照(1日影/森本音)

中国透寧省・ ラマトン墓地出土遺物の保

存研究

ラマトン泡跡は、大;変河北口tの丘陵斜而

に形成された3世紀末-4世紀代の鮮非
政の基地。近年のみmで、金属総が$Jil
に発見された。武器 ・武具・.!.'.)具な!:I阜、
q.;~同 ・ 日本のI.lU:品と筏彼に |刻係してお

り.今後の研究がJUI1寺される.写J'iは鮮

J¥'.d英特有のJAの飾り物で、 4年同・日本に
はおi似製品が』えんでいな L、。本文46ページ
移照 (1置影/佃 鉾重量)

術文町f年制!/199i-[



スラ・スラン西岸でのレ

ーダー燦査

ノfンテアイ ・クデイ来fl!IJ

のスラ ・スランjJqjjlで、

レーダー探査をおこなった。

'I' .'J~の人物がレーダ一本

体を*'JIL， i.if!!:Jの人物
が手にもつ裟ti'1でaiIJj，iIJ!:

データ務般をおこなう.

京凶にレータ'ーを走干tし、
凶It!に沿うお組みのi砕を
f，'aよ立した。本文40ページ
照 (1最影/杉山洋)

1996年度のおもな調査と研究

パンテアイ・クデイでの発掘調査

上智大学と共同てペカンポジアのパンテアイ ・タデイ

i;'H完を~~lIi! iJI.J:ítt して L 、る 。 ~ ~.ンテアイ ・ クテーイは、ア

ンコール ・ワットの.1仁jl!i4 kmにある 12世紀末の寺院。
写真奥に映るiiij!j必ti有OIIJのラテライ ト秘み主l!物の基I立
を説J:1在中。本文47ページ参照(liil影/杉山 洋)

奈文研年骨Vl99H



黍回15号演出土の双徳環頭大力
体WI IJlllll;地方のm~n大刀をまねて巡っ た n 本( (吾)製の全

鋼大万。I長製m孤大刀としては上12の:ij;知lに1/1:.L 、 6 1 1lj~

1えの製品。 1:.くに却H反にnち.'J-'，し文織を1J1!1L1~~1î口令!.!，の
例は会凶(I(J に珍 Ll 、 。 i民作処耳I!. に ~~1 しては、大 )Jの製作 1

Æ:，\1とわかりやすくするため、あえて H~* 'i' 1ilJJ; [ せず、 ，1 1 1，土

状態をi栄作するために以内干の努力を'1'(やした.l，:・0リ点状
況、 !J ，:~j1J!.f企((取表)、イi: ~J!I!.f圭(似')ü 。 本文 B ページ

診照 (Ia影/牛耳3茂)
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建叡中の朱雀門初霊屋被

>1'-1.成;-ì*1t I"1の和Jñ(屋娘、'ff~木を組み立てている t こ ろ 。 野

隅木の奥にみえる1封皮のついたままの丸太l立、事fのきsれ下がり
を防<-ための.f'"水(!JYi造補強材)である。本文60ページ診照(1m
影/春日井道彦)

lV ~-:文ó}f il!tl!/1997-1 

建段中の東院庭園平矯

山田寺東回廊再現

山 l日手n~'í 4-6 次;;J!.I :t.:で出ニl二した図面目の

主h築部材lま、 14$1;の歳月をかけて、ょう
や<PEGによる保存処思が完了した。飛
鳥資料館第2展示室で130、住11¥131111分の
部材を.当時の締法t規模がわカ・るよう
に再現展示した。11J1l1寺東illI凶il30木造寺
院建築の現存する:Jiii5の実伊H.なる。
本文65ページ参照(l置影/井上直失)

高御座の1/10様型
平J成1~7第 l 次大係員ll:1/ 10悦~!の l付苦I! に設

従する正.)御mの1貝原Itl型.平成度目Il!立式
に使われたl.R.m:~ llIl肢を基本資料 t しつ

つ、文献史料からの検討を〈わ え、さら

にa!if.m 造物やlE"fr院宝物などを号参考に
して、 !Æ l迫 i昨 ftの271桂p!fを 1!l:Jj~紋J十した。

本文22ページ参照(lMi!V佃幹鐙)

玉1'-城主f耳〔院佐 I~Iの l剖 i也にはりだす'1'央主II物から来
の対f:i!に平総がかかる。2J.Jlは没装liijてぺ a刻字tの
{既宝球 W¥漆喰りの焼き物) もまだとりつけてい
ない段断。本文61ページ参照(l1il影/西山和宏)
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